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「チーム医療 に貢献 す る薬局薬剤 師の養成」事 業
1.高 齢者 の特徴 と対応
渕田英津子,櫻 井 香,山 田紀代美(高 齢者看護学)
日時:2012年6月16日(土)15時 ～19時
受 講 生 数:41名
I.講 座 の概 要
本講座は、講義、体験学習、 グループワークを通 して



















































2)認 知 症 高 齢 者 の 理 解
高 齢 社 会 で あ る 日本 は、 認 知 症 者 数 は増 加 の 一 途 を た
ど って お り、 厚 生 労 働 省 の 高 齢 者 介 護 研 究 報 告 書 によ る
と、2030年 に は認 知 症 高 齢 者 は、353万 人(65歳 以 上 人
口比 の10.2%)に な る と予 測 され て い る。
認 知 症 の 種 類 は、 アル ツハ イ マ ー病 、 血 管 性 認 知 症 、
レビー 小 体 型 認 知 症 、 前 頭 側 頭 型 認 知 症 な どが あ り、 記
憶 障害 ・見 当識 障 害 ・実 行機 能 障害 ・判 断 力 の障 害 とい っ
た認 知 症本 来 の症 状 で あ る中核 症状 と俳 徊 ・幻 覚 ・妄 想 ・
無 関 心 ・焦 燥 ・介 護 へ の 抵 抗 ・興 奮 ・無 関 心 とい った 適
切 な ケ ア で 軽 減 す る こ と が で き る行 動 ・心 理 症 状(
Behavioral and Psychological Symptoms of demen-
tia)が 出現 す る。 行 動 ・心 理 症 状 は先 行 研 究 に お い て
アル ツハ イ マ ー 病 で は妄 想 、 焦 燥 、 興 奮 、 不 安 が 、 血 管
性認 知 症 で は抑 うつ 気 分 が 、 レ ビー小 体 型 認 知 症 で は幻
視 が 、 前 頭 側 頭 型 認 知 症 で は不 適 切 な 行 動 の 出 現 が 高 い
こ とが 報 告 され て い る。
認 知 症 の 治 療 は ドネ ペ ジル 塩 酸 塩 、 ガ ラ ンタ ミ ン臭 化
水素 酸 塩 、 リバ ス チ グ ミ ン、 メマ ンチ ン塩 酸 塩 、 抑 肝 散




















が 「ホッ!」 とする 「わかります」や 「そうですね」 と
いつたメッセージや 「ハッ!」 とする 「少 しお疲れのよ





者役 ・薬剤師役 ・進行役 ・観察者役を決め、シナ リオの
指示に従い体験学習を2回 実施する。体験は、各役割の
立場で 「高齢者に優 しい薬剤師 ・薬局」について検討 し
ながら行 う。
(1)高 齢者役 は高齢者擬似体験装具を着用する。
(2)進 行役 は、高齢者役 ・薬剤師役 ・進行役用のシナ
リオを受 け取 り、それぞれに配布する。 シナ リオ
の内容 は、役割で異なっている。
(3)高 齢者役 と薬剤師役 は、 シナ リオの指示通りに体
験を行 う。また、進行役、観察役も 「進行役シナ
リオ」を読み、高齢者 とともに行動する。
(4)シ ナリオの内容(例:高 齢者)は 、①薬局に行 き、






〈体 験 シナ リオ 例:高 齢 者 役 〉 一 部 抜 粋
・あ な た の名 前 は佐 藤 さん で す 。 「シ ナ リオ」 と
「薬 剤 師 さ んへ の依頼 」 を持 って、 「オ レ ンジ薬 局 」
に 行 って くだ さい 。
・ 「オ レ ンジ薬 局 」 に 着 きま した ら、 「佐 藤 さ ん席 」
と書 か れ た 席 に 座 つて くだ さい 。 そ して 、 薬 剤 師
さん に 「薬 剤 師 さん へ の依 頼 」 を渡 して くだ さい。
・薬 を受 け取 って 自宅Bに 行 き、 「佐 藤 さ ん 食 卓 」
と書 か れ た テ ー ブル の 椅 子 に 座 って くだ さい 。
・夜 に な りま した 。 夕 食 を 食 べ た あ な た は、 これ か
ら薬 の準 備 を しま す 。 先 程 説 明 を 受 けた 通 り に、
ま ず 、 夕 食 後 の 薬 を 準 備 して 内 服 を して くだ さい
(実 際 に 内服 しな い で くだ さ い)。 次 に就 寝 前 の 薬
を 使 用 して くだ さい 。































・湿布や軟膏 は使用部位を実施に触 って確認 してもら
う。
・軟膏の量が少な くても大きめの容器に詰める。






















施 設 で 、 ス タ ッフの 教 育 に使 用 で き る。
・高 齢 者 の こ とが 少 しだ けか も しれ な い で す が 理 解 で
きた の で 、 よ りよ い コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを と る。
・高 齢 者 に対 す る配慮 を改 めて 皆 で話 し合 い、 ア ンケ ー
トや 薬 袋 ・投 薬 の 仕 方 等 の 改 善 を す る。
・高 齢 者 の 立 場 に 立 った 薬 剤 師 の 業 務 の 見 直 し。 説 明
の 工 夫 ・誘 導 の 工 夫 。
・高 齢 者 の 患 者 さん に 対 す るサ ポ ー ト ・声 掛 けを 今 ま
で 以 上 に 心 が け る こ とか ら始 め られ る。
Q.今 回 の研 修 で特 に よか った こ と は何 で す か。
・実 際 に 老 人 体 験 を した 事 で 、 老 人 が 何 を 困 って い る
か が 理 解 で きた 。
・実 際 に 高 齢 者 役 を す る こ とが で き、 思 って い た 以 上
に 大 変 だ とい う事 が 分 か り、 こ うい う事 に気 を 付 け
て あ げ な い とい けな い と気 付 けた 事 が 良 か った 。
・実 体 験 を す る こ とで 、 い ろい ろ考 え させ られ た の で
よ か った。 皆 の発 表 も含 め て、 とて も参 考 に な った。
・高 齢 者 の 視 野 が これ ほ ど狭 い もの だ と は知 らな か っ
た の で 、 体 験 で きて よ か った 。 視 野 以 外 で も体 の 不
自由 さか らス トレス もか な りか か る こ とがわ か った。
・薬 袋 の 字 な ど配 慮 して い るつ も りで した が 、 外 用 の
使 い 方 な ど も う一 度 考 え る機 会 が で きて よ か った 。
・実 際 に 老 人 に な って み て 、 思 い 込 み によ る対 応 が 高
齢 者 に と って は迷 惑 な 対 応 もあ った の が わ か って よ
か った 。 個 々 に 対 応 を 考 え て み る。
・実 際 不 自由 さを 体 験 で きて 、 お 薬 の 投 薬 方 法 の 理 解




受 講 生 数:42名
I.講 座 の 概 要
講 座 は、 は じめ に 「精 神 疾 患 患者 の特 徴 と服薬 指 導」
に つ いて の 講 義 が行 われ 、 そ の後 、 グル ー プ に分 か れ て、
うつ病 患 者 さ ん(患 者 役 は看護 学 研 究科 の 大学 院生)の
服 薬 相 談 の ロー ル プ レイ を 演 習 と して 行 った。 最 後 に 、
公 開 ス ーパ ー ビ ジ ョン と して、 グル ー プ か ら各1名 が代




1)ス トレス マ ネ ジメ ン トと薬 物 療 法
精 神 疾 患 で は、 薬 物 療 法 が単 独 で あ るわ けで はな く、
ス トレス とス ト レス マ ネ ジメ ン トの バ ラ ンス の 中 で 、 初
め て薬 物 療 法 が 効 果 的 とな る。 ま ず、 精 神 医 療 全 体 の 中















自己管理(症 状マネジメント)を 促 し、援助する














持ちに沿 って聴 くことで初めて信頼関係が出来、患者 は
その薬剤師に心を開 く。その状態になって初めて患者 は
その人の言葉が耳から入 って くる」 ということを体験的
に学習するというものだった。効果は、後述の受講者 ア
ンケー トを参照 していただきたい。
3、 公 開 ス ー パ ー ビ ジ ョン
最 後 に、 全 員 が再 度 集 ま り、 各 グル ー プ の代 表 が 全 員
の前 で服 薬 指 導 を 患者 役 に 行 った。 そ して 、 行 き詰 ま っ
た り、 流 れ が変 わ った 時 に は、 そ の都 度 ロー ル プ レイ を
止 め、 そ れ に つ い て講 師 が 助言 を した り、 全 員 で デ ィス
カ ッ シ ョンを行 った。

























































て い け た。 患 者 側 の思 い が参 考 に な った。
・うつ病 の患 者 さん の ロー ル プ レイ で 良 か った 事 を 具
体 的 に抜 き出 す こ とで、 よ り具体 的 な対 応 が再 度 確
認 で きま した。 患者 さん役 の方 が とて も上 手 で 、 た
くさ ん の ロー ル プ レイ が 見 れ て よ か った で す。
・今 ま で どの よ うに接 して い い か わ か らな い こ とが 、
少 しだ け ヒ ン トを も ら った よ うに 感 じま す。
・話 題 を変 え ず に 深 く入 って い くと、 患者 さん と して
は、 自分 の こ とを しっか り受 け入 れ て くれ る と感 じ
る。
・患 者 さ ん の心 理 状 態 が分 か った。
・今 後 の課 題 が み え て よ か った。 服 薬 指 導 の 復 習 、 見
直 しに な った。
・い つ も患 者 さん に実 際 に よ く接 して お られ る看護 師
さ ん に直 接 話 を き け た こ と 自体 が 貴重 な経 験 で した。
・看護 師特 に精 神 保健 看護 学 を学 ん で い る人 の 活 きた
体 験 を 直接 受 け る こ とが で きて、 最 高 で した。
・公 開 ス ー パ ー ビ ジ ョンの セ ッ シ ョン。
・最 後 の1時 間 の ロー ル プ レイ は途 中 解説 付 きで 、 大
変 有 意 義 だ った。
・患 者 役 の方 が とて も上 手 で、 本 当 の 患者 さん に接 し
て い る様 に む ず か しか った で す。 あ りが と う ござ い
ま す。
・服 薬 指 導 に悩 ん だ こ とな ん て、 こ こ最 近 はな か った
の で、 患 者 さん との 会話 に 困 って 、 何 と声 を か けて
よ い か わ か らな くな った の は、 自分 の 未熟 さを 感 じ
た。 患 者 に 寄 り添 え るよ うな コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能
力 を付 け た い。
・自分 に と って新 しい知 識 の 習得 に な りま した。 が 、
自分 が うま く身 に つ け る こ とが で きな か った の で③
に しま した。 難 しか った で す。
・ス ー パ ー ビ ジ ョンで、 投 薬 の 流 れ を止 め て 、 み な で
考 えて …、 とい うや り方 は、 とて も勉 強 に な りよか っ
た で す。
・答 え は一 つ で はな い とい う事 が わ か った。 薬 剤 師 以
外 の方 の お話 は大変 有 意 義 で あ った。
・実 際 に 困 って い た テ ー マ だ った の で 、 とて も勉 強 に
な りま した。
・お手 伝 い の 院生 の方 の リア ル な 患者 役 に 感動 し、 実
際 の患 者 が ど う と らえ て い るの か が 聞 けて 大 変 参 考
に な りま した。 大変 重 要 な課 題 を与 え られ ま した。
・新 しい薬 剤 師像 を考 え させ られ る研 修 だ った。
3.生 活行動 の観察 と対応
嶌田理 佳、伊藤裕子、明石恵子(ク リテ ィカルケア看護学)
日時:2012年9月1日(土)15時 ～19時
受講生数:46名
I.講 座 の概 要








日常生活行動 は日常生活動作、 日常生活活動 とも言わ
れる。 日常生活動作 は食事、排泄、着脱衣、入浴、移動
など日常生活 に必要な基本的動作を指 し(広 辞苑)、







































































(1)担 当講師による床上移動と体位変換のデモ ンス ト
レーションを見た後、体位変換を実演する
・仰臥位 ⇒ 左側臥位





















































4、 水分 と栄養補給に必要な知識 と技術
伊藤裕子、嶌 田理佳、明石恵子(ク リテ ィカルケア看護学)
日時:2012年9月15日(土)15時 ～19時
受 講 生 数:49名




























5)輸 液中に起 こりやすい事故の概要 とその防止対策
2.演 習
1)手 指 衛 生
ス ライ ドに よ る手 指衛 生 の説 明 の説 明 後、 グ リッ ター
バ グを用 い て、 通常 の方 法 に よ る手 洗 い お よ び洗 い 残 し
の チ ェ ッ クを実 施 した。 次 に、 石 けん と流 水 に よ る手 洗











3)輸 液 ポ ンプ ・シ リ ンジ ポ ンプ の 取 り扱 い
最 初 の5分 で 、 輸 液 ポ ンプ 、 シ リ ンジ ポ ンプ の 構 造 お
よ び 投 与 の 手 順 を デ モ ンス ト レー シ ョ ン した 。 そ の 後 、
2人 一 組 で(1グ ル ー プ に 輸 液 ポ ンプ1台 、 シ リ ンジ ポ
ンプ1台 を配 置)、 輸 液 開 始 や 停 止 、 ア ラ ー ムへ の対 応
な どを 演 習 した 。
Ⅲ.参 加 者 ア ン ケ ー ト の 結 果(抜 粋)
Q.今 回 の研 修 で薬 局 業 務 に具 体 的 に活 用 で きそ うな こ
と は何 で す か?
・脱 健 着 患 を 頭 に 入 れ て 病 衣 の 着 脱 を す る事 を 、 寝 た
き り患 者 さん の 家 族 等 に 指 導 で き る と思 う。
・将 来 的 に 在 宅 訪 問 時 の た め に知 識 と して 輸 液 ル ー ト
を 知 る こ とが で きた 。
・学 生 指 導 の 際 、 点 滴 に つ い て の 話 が あ る程 度 出 来 る
よ うに な った と思 い ま す 。
・手 洗 い の 指 導 は、 これ か らイ ンフル エ ンザ の 季 節 な
ど患 者 さん に 指 導 す る時 に ど こが 汚 れ が 残 りや す い
か が わ か り、 的 確 に 指 導 で きそ うで す 。
・輸 液 の 方 法:自 然 、 輸 液 ポ ンプ 、 シ リ ンジ ポ ンプ の
選 択 と、 そ れ ぞ れ の 操 作 方 法 が よ く解 った 。
・輸 液 を して い る患 者 の 対 応 が よ く解 った 。
・在 宅 へ行 って も、 薬 の説 明 や、 輸 液 セ ッ トの 発 注 に
な って い たが、 患 者 さん の輸 液 の 状態 を確 認 した り、
質 問 に少 しは答 え られ る様 に な った と思 う。
・在 宅 で 見守 り時、 点 滴 の不 具 合 が 発 見 で き るよ うに
な る。
Q.今 回 の研 修 で特 に よ か った こ と は何 で す か。
・輸 液 ポ ンプ や シ リン ジポ ンプ は初 め て 触 れ る こ とが
で きた。 ル ー トの接 続手 順 に も1つ1つ 意 味 が あ り、
過 去 の事 例 な どが生 か され て い る事 が 分 った。
・医 療 ミス の 原 因 に つ い て 理 解 で きた 。(ポ ンプ使 用
時)
・感 染 に対 す る意 識 を 高 め る事 が で きた。 ← 今 回 の一
番 の修 得 で す。
・患 者 さん を気 遣 って着 衣 を 交換 す る こ との 難 しさを
知 る事 が で きた。
・寝 衣 交 換 は、 実 際 に や って み る と とて もむ ず か しい
事 が よ く理 解 で きま した。
・輸 液 ポ ンプ の使 い方 を 習 え た点 。 現 在 在 宅 は行 つて
い な いが 、輸 液 バ ックの調 剤 は行 った事 が あ るの で、
薬 剤 師 も使 用 法 は知 って お くべ き知 識 だ と思 った。
・自分 の手 洗 い の くせ が わ か った こ と。
・輸 液 ポ ンプ ・シ リン ジポ ンプ を 実 際 に さわ れ た こ と
や、 寝 衣 の交 換 を体 験 で きた こ と。 寝 衣 交 換 は実 際
の患 者 さん相 手 だ と も っ と難 しい ん だ ろ う と思 い ま
した。 看 護 師 さん はす ごい な と改 め て 感 じま した。
・点 滴 ル ー トのcheckポ イ ン トが わ か っ た。
・輸 液 ポ ンプ三 方 活 栓 の仕 組 み が わ か った。






























































































呼吸器疾患(慢 性閉塞性肺疾患)、 精神 ・心因性(過 呼
吸症候群)、 アレルギー疾患(喘 息)を 持つ4名 とした。




ような患者 さんが来局 された時に、少 し落ち着いて
活用できそうに思 った。
・現 実 あ りま す の で す べ て 役 立 ち ます 。 や は り緊 急 性
の 度 合 い を 見 極 め る こ とが 一 番 大 切 とい う こ とを 勉
強 しま した 。
・も っ と患 者 さん に 寄 り添 って 、 も っ と患 者 さん か ら
情 報 を き きだ す こ と。(ま だ ま だ不 足 して い る こ と
を 実 感 しま した 。)
・座 って い た だ け るカ ウ ンタ ー、 プ ライ バ シ ー保 護 の
た め の ス ペ ー ス の 設 置 、 今 後 の 薬 局 の 配 置 。
Q.今 回 の研 修 で特 に よか った こ と は何 で す か。
・ロー ル プ レイ す る こ とで 、 頭 で 理 解 で きて も実 際 に
対 応 す る こ と は難 しい こ とが わ か り ま した 。
・ロー ル プ レイ で 実 際 に 動 い て や って み た こ と、 平 素
か ら どん な 準 備 が 必 要 か 考 え させ られ た 。
・ロー ル プ レイ 全 体 で 患 者 対 応 の 確 認 事 項 が 整 理 で き
た 。
・呼 吸 困 難 に な って い て も落 ち 着 い て 対 応 で きそ う。
そ の対 処 法 を し っか り把握 してお くこ とはで きそ う。
